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自立と依存

園長 久永 浩幸

毎朝，｢おはようございます。｣と声をかけると，みんな，にこにこ笑顔で挨拶してく

れます。中には，立ち止まって，いっぱい空気を吸ってから，ありったけの声で挨拶を

する子もいます。一日のスタートは元気が一番です。

朝から泣いているよ

でもそんな子たちでも，時には朝からめそめそしていたり，お母さんと別れるときに

泣き出したりすることがあります。お母さんもどうしたのかな大丈夫かなと心配され，

別れた後も不安そうに遠くからじっとお子さんの様子を見つめていらっしゃることがあ

ります。それを見て，「がんばれ！」と一言だけ声をかけています。

だっこされているよ（少したつと離れていくけど）

いつもは歩いてくる子なのに，時には朝だっこされてくるお子さんもいます。ぎゅっ

とお母さんにしがみつき，離れたくない気持ちがこちらにも伝わってきます。先生方が

お子さんを預かり，代わりにだっこしますが，それでも少しの間はぐずっています。で

も，そのうちあきらめたのか安心したのかいつもの活動に移っていきます。長い時間だ

っこされている子はいませんし，早い子では，１～２分たつと自分から「おりる」と言

って離れていきます。

自立と依存の繰り返し

子どもと遊びながら様子を見ていると，どの子も自分の興味のあるおもちゃや遊具で

夢中になって遊んでいますが，遊びに落ち着くと先生の方に寄っていきます。そして，

くっついたり何かしゃべったりするとまた先生から離れていきます。長く様子を見てい

ると，それを何度も繰り返しています。なんだか子どもたちが船で，先生方が港のよう

な感じです。

幼稚園児は，周りへの興味・関心，人とのつながりが急速に広がり，全面的な依存の

状態から少しずつ自立へと向かい始めます。でも，突然大人への依存をやめて自立に向

かうわけではなく，ときに親や先生から愛されている，困ったときには助けてもらえる

という安心感を得るために甘えてきます。そして，安心するとまた自分がやりたい何か

をやり始めます。つまり，依存できる場所があるから安心して自立的な行動

がとれるというわけです。

子どもは，甘えるという行動と自立的な行動を繰り返しています。

でも甘える行動が登園の最中に表れると保護者の方も困ってしまわ

れると思います。依存できる人と降園時刻にはまた会えると頭では

分かっていても，行動になかなかつなげられない時期です。だから，

今は「がんばれ」と言いたいです。



お誕生会 月行事
月 日 曜 行 事 保育 給食 預かり

26 土 ／ ／ ／

27 日 ／ ／ ／

10 28 月 第5回家庭教育学級 ○ ○ ○

29 火 ○ ○ ○

30 水 幼稚園開放③入園願書受付開始 ○ ○ ○

31 木 10月誕生会 ○ ○ ○

１ 金 冬服更衣,職員会議,研修 ○ ○ ×

９月のお誕生会を27日(金)に行 地域が育む｢かごしまの教育」県民週間(～7日)

いました。お誕生月の園児は，あ ２ 土 ／ ／ ／

きはさんとこのみさんでした。お ３ 日 文化の日 ／ ／ ／

友達からのたくさんの質問もあり， ４ 月 振替休日 ／ ／ ／

何になりたいか聞かれたときに， ５ 火 ○ ○ ○

「ケーキ屋さん」｢プリキュア」と元 ６ 水 巡回図書 ○ ○ ○

気よく答えてくれました。 ７ 木 ○ ○ ○

８ 金 こあらの日 ○ ○ ○

第49回運動会 ９ 土 ／ ／ ／

11 10 日 ／ ／ ／

11 月 ○ ○ ○

12 火 ○ ○ ○

13 水 ○ ○ ○

14 木 ○ ○ ○

15 金 ○ ○ ○

16 土 ／ ／ ／

17 日 ／ ／ ／

18 月 ○ ○ ○

19 火 幼稚園開放④ ／ ／ ／

20 水 ○ ○ ○

21 木 ひまわり会④ ○ ○ ○

22 金 ミュージカル鑑賞会 愛情弁当 ○ 弁 ×

23 土 勤労感謝の日 ／ ／ ／

秋晴れの素晴らしい天気で，活 24 日 ／ ／ ／

気あふれる運動会になりました。 25 月 ○ ○ ○

保護者の皆様方には会場準備から 26 火 ○ ○ ○

後始末まで御協力いただき，本当 27 水 ○ 弁 ×

にありがとうございました。 28 木 ○ ○ ○

29 金 11月誕生会 ○ ○ ○

県民週間の参観について 30 土 ／ ／ ／

11月１日（金）～７日（木）は， 11月19日(火)の幼稚園開放〈9:10～10:30〉は，

地域が育む「かごしまの教育」県 「つくってみよう」です。何を作るのか楽しみにし

民週間です。９時～11時が，自由 ておいてください。参加対象は，未就園児とその保

参観となります。ぜひ，日頃のお 護者となります。ぜひ，声をかけあって，ご参加く

子さんの様子をご覧ください。 ださい。心よりお待ちしております。


